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１．全国銀行協会制定のレコード・フォーマット 
 

預金口座振替（依頼明細、処理結果明細）のレコード・フォーマットは、全国銀行協会制定が定
める基準に準拠しています。 

 
（１）各レコードの内容 

①ヘッダー・レコード 
 

項番 項目名 属性 桁数 内容 
1 データ区分 Ｎ 1 1：ヘッダーレコード 
2 種別コード Ｎ 2 91：預金口座振替 
3 コード区分 Ｎ 1 0：JIS コード 
4 委託者コード Ｎ 10 当社で割り当てた委託者コード 
5 委託者名 Ｃ 40 カナ文字および英数字（左詰め） 

大文字のみ使用可 
6 引落日 Ｎ 4 当社作成の年間スケジュール表の振替日（MMDD） 

（銀行休業日の場合は翌営業日） 
7 取引銀行番号 Ｎ 4 委託者の取引銀行コード 
8 取引銀行名 ＊ Ｃ 15 委託者の取引銀行名 

カナ文字および英数字（左詰め） 
スペース可 

9 取引支店番号 Ｎ 3 委託者の取引銀行支店コード 
10 取引支店名＊ Ｃ 15 委託者の取引銀行支店名 

カナ文字および英数字（左詰め） 
スペース可 

11 預金種目 Ｎ 1 委託者の取引銀行口座の預金種目 
1：普通預金   2：当座預金 

12 預金口座番号 Ｎ 7 委託者の口座番号 
13 予備 Ｃ 17 スペース 
  120  
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②データ・レコード 
 

項番 項目名 属性 桁数 内容 
1 データ区分 Ｎ 1 2：データレコード 
2 取引銀行番号 Ｎ 4 預金者の銀行番号 
3 取引銀行名 ＊ Ｃ 15 預金者の銀行名 

カナ文字および英数字（左詰め） 
スペース可 

4 取引支店番号 Ｎ 3 預金者の支店番号 
5 取引支店名 ＊ Ｃ 15 預金者の支店名 

カナ文字および英数字（左詰め） 
スペース可 

6 予備 Ｃ 4 スペース 
7 預金種目 Ｎ 1 預金者の取引銀行口座の預金種目 

1：普通預金   2：当座預金 
8 口座番号 Ｎ 7 預金者の口座番号 
9 預金者名 Ｃ 30 カナ文字および英数字（左詰め） 

大文字のみ使用可 
10 引落金額 Ｎ 10 引落請求金額（右詰め前ゼロ） 
11 新規コード Ｎ 1 1：１回目の請求データの場合 

2：変更分 
0：その他 

12 顧客番号 ＊ Ｎ 20 貴社使用の顧客番号（右詰め前ゼロ） 
13 振替結果コード Ｎ １ 請求時は 0（ゼロ） 

返却時は銀行で振替結果コードをセット 
0…振替済み 
1…資金不足 
2…預金取引なし 
3…預金者の都合による振替停止 
4…預金口座振替依頼書なし 
8…委託者の都合による振替停止 
9…その他 

 

14 予備 Ｃ 8 スペース 
  120  
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③トレーラー・レコード 

 
項番 項目名 属性 桁数 内容 

1 データ区分 Ｎ 1 8：トレーラーレコード 
2 合計件数 Ｎ 6 データ・レコードの合計件数 
3 合計金額 Ｎ 12 データ・レコードの合計金額 
4 振替済件数 Ｎ 6 請求時は、すべて 0（ゼロ） 

返却処理後、振替済件数を当社でセット（前ゼロ） 
5 振替済金額 Ｎ 12 請求時は、すべて 0（ゼロ） 

返却処理後、振替済引落金額合計額を当社でセット
（前ゼロ） 

6 振替不能分件数 Ｎ 6 請求時は、すべて 0（ゼロ） 
返却処理後、振替不能件数を当社でセット（前ゼロ） 

7 振替不能分金額 Ｎ 12 請求時は、すべて 0（ゼロ） 
返却処理後、振替不能引落金額合計額を当社でセット
（前ゼロ） 

8 予備 Ｃ 65 スペース 
  120  

 
④エンド・レコード 

 
項番 項目名 属性 桁数 内容 

1 データ区分 Ｎ 1 9：エンドレコード 
2 予備 Ｃ 119 スペース 
  120  

 

 

・ ＊が付いた項目は任意項目（省略可）です。 
・ 属性の「Ｎ」は数字項目、「Ｃ」は英数カナ項目を表します。 
・ 数字項目「Ｎ」は右詰めで、残りを「0（ゼロ）」として下さい。 
・ 英数カナ項目「Ｃ」は左詰めで、残りをスペースとして下さい。 

! 
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（２）レコードの作成 
①レコードの作成順序（シングル先） 

シングル先：ヘッダレコードが 1 つのファイル 
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②レコードの作成順序（マルチ先） 

マルチ先：ヘッダレコードが複数のファイル 
 

ヘ
ッ
ダ
ー
・
レ
コ
ー
ド 

デ
ー
タ
・
レ
コ
ー
ド 

デ
ー
タ
・
レ
コ
ー
ド 

ト
レ
ー
ラ
ー
・
レ
コ
ー
ド 

ヘ
ッ
ダ
ー
・
レ
コ
ー
ド 

デ
ー
タ
・
レ
コ
ー
ド 

デ
ー
タ
・
レ
コ
ー
ド 

デ
ー
タ
・
レ
コ
ー
ド 

ト
レ
ー
ラ
ー
・
レ
コ
ー
ド 

ヘ
ッ
ダ
ー
・
レ
コ
ー
ド 

デ
ー
タ
・
レ
コ
ー
ド 

デ
ー
タ
・
レ
コ
ー
ド 

 デ
ー
タ
・
レ
コ
ー
ド 

ト
レ
ー
ラ
ー
・
レ
コ
ー
ド 

エ
ン
ド
・
レ
コ
ー
ド 

 

 
（３）個人名、会社名の記入方法について 

個人の姓と名、法人の種類と名称、法人名と営業所名とは、それぞれの間にスペースを入れて分
ち書きをして下さい。ただし、略語を使用する場合には、「（４）略語の使用方法」に則り、ス
ペースに替えてカッコを使用して下さい。 

（例） 
・個人の場合 

札幌 太郎 
→ ｻﾂﾎﾟﾛ ﾀﾛｳ 
・法人の場合 

株式会社 札幌商店東支店 
→ ｶ)ｻﾂﾎﾟﾛｼﾖｳﾃﾝ ﾋｶﾞｼｼﾃﾝ 

 

・ データ・レコードの作成順序は順不同で問題ありません。 
・ 結果返却時は、請求時と同順序で戻ります。 
・ 金額ゼロのデータは作成しないで下さい。 
・ 「②レコードの作成順序（マルチ先）」は、マルチ契約の場合のみ利用可能です。 

! 
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（４）略語の使用方法 
法人・営業所および事業所の種類名は、次の用法に基づき略語を使用することができます。 

 
 法人略語および営業所略語は、略語判別表示としてカッコを使用します。なお、事業略語に

は略語判別表示を使用しないでください。 
（例） 

→ ｶ)ｻﾂﾎﾟﾛｼﾖｳｼﾞ 
→ ｻﾂﾎﾟﾛｼﾖｳｼﾞ(ｶ)ﾋｶﾞｼ(ｴｲ 
→ ｻﾂﾎﾟﾛｼﾖｳｼﾞ(ｶ 

 
 略語の使用は、１法人名につき１個です。ただし、法人略語、事業略語および営業所略語の

それぞれを組合せて併用することができます。 
（例） 

・法人略語と事業略語および営業所略語の併用 
平成火災海上保険株式会社 札幌営業所 

→ ﾍｲｾｲｶｻｲ(ｶ)ｻﾂﾎﾟﾛ(ｴｲ 
 

 事業略語は、最も包括的な略語を使用して下さい。 
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 略語を使用することができる用語および略語 

 
用語 カナ略語 用語 カナ略語 

１．法人略語 
 
株式会社 
有限会社 
合名会社 
合資会社 
合同会社 
医療法人 
医療法人社団 
医療法人財団 
社会医療法人 
財団法人 
一般財団法人 
公益財団法人 
社団法人 
一般社団法人 
公益社団法人 
宗教法人 
学校法人 
社会福祉法人 
更生保護法人 
相互会社 
特定非営利活動法人 
独立行政法人 
地方独立行政法人 
中期目標管理法人 
国立研究開発法人 
行政執行法人 
弁護士法人 
有限責任中間法人 
無限責任中間法人 
行政書士法人 
司法書士法人 
税理士法人 
国立大学法人 
公立大学法人 
農事組合法人 
管理組合法人 
社会保険労務士法人 

 
 
ｶ 
ﾕ 
ﾒ 
ｼ 
ﾄﾞ 
ｲ 
ｲ 
ｲ 
ｲ 
ｻﾞｲ 
ｻﾞｲ 
ｻﾞｲ 
ｼﾔ 
ｼﾔ 
ｼﾔ 
ｼﾕｳ 
ｶﾞｸ 
ﾌｸ 
ﾎｺﾞ 
ｿ 
ﾄｸﾋ 
ﾄﾞｸ 
ﾁﾄﾞｸ 
ﾓｸ 
ｹﾝ 
ｼﾂ 
ﾍﾞﾝ 
ﾁﾕｳ 
ﾁﾕｳ 
ｷﾞﾖ 
ｼﾎｳ 
ｾﾞｲ 
ﾀﾞｲ 
ﾀﾞｲ 
ﾉｳ 
ｶﾝﾘ 
ﾛｳﾑ 

２．営業所略語 
 
営業所 
出張所 
 

 
 
ｴｲ 
ｼﾕﾂ 

３．事業略語 
 
連合会 
共済組合 
協同組合 
生命保険 
海上火災保険 
火災海上保険 
健康保険組合 
国⺠健康保険組合 
国⺠健康保険団体連合会 
社会保険診療報酬支払基金 
厚生年金基金 
従業員組合 
労働組合 
生活協同組合 
食糧販売協同組合 
国家公務員共済組合連合会 
農業協同組合連合会 
経済農業協同組合連合会 
共済農業協同組合連合会 
漁業協同組合 
漁業協同組合連合会 
公共職業安定所 
社会福祉協議会 
特別養護老人ホーム 
有限責任事業組合 

 
 
ﾚﾝ 
ｷﾖｳｻｲ 
ｷﾖｳｸﾐ 
ｾｲﾒｲ 
ｶｲｼﾞﾖｳ 
ｶｻｲ 
ｹﾝﾎﾟ 
ｺｸﾎ 
ｺｸﾎﾚﾝ 
ｼﾔﾎ 
ｺｳﾈﾝ 
ｼﾞﾕｳｸﾐ 
ﾛｳｸﾐ 
ｾｲｷﾖｳ 
ｼﾖｸﾊﾝｷﾖｳ 
ｺｸｷﾖｳﾚﾝ 
ﾉｳｷﾖｳﾚﾝ 
ｹｲｻﾞｲﾚﾝ 
ｷﾖｳｻｲﾚﾝ 
ｷﾞﾖｷﾞﾖｳ 
ｷﾞﾖﾚﾝ 
ｼﾖｸｱﾝ 
ｼﾔｷﾖｳ 
ﾄｸﾖｳ 
ﾕｳｸﾐ 
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２．HSD ダイレクトで使用できる文字 
 

HSD ダイレクトで請求データを貴社と当社間で授受する場合に使用する文字・記号は、下記のと
おりです。 

 
（１）数字（10 種類）【半角】 
 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 
 
（２）カナ文字（45 種類）【半角】 
 

ｱ ｲ ｳ ｴ ｵ ｶ ｷ ｸ ｹ ｺ ｻ ｼ ｽ ｾ ｿ 
ﾀ ﾁ ﾂ ﾃ ﾄ ﾅ ﾆ ﾇ ﾈ ﾉ ﾊ ﾋ ﾌ ﾍ ﾎ 
ﾏ ﾐ ﾑ ﾒ ﾓ ﾔ ﾕ ﾖ ﾗ ﾘ ﾙ ﾚ ﾛ ﾜ ﾝ 

 
（３）アルファベット（26 種類）【半角】 
 

A B C Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ Ｍ Ｎ Ｏ 
Ｐ Ｑ Ｒ Ｓ Ｔ Ｕ Ｖ Ｗ Ｘ Ｙ Ｚ 

 
（４）濁点、半濁点（2 種類）【半角】 
 

ﾞ ﾟ 
 
（５）記号（4 種類）【半角】 

( ) -（ハイフン） .（ピリオド） スペース 

 
 

・ 使用できる文字は大文字のみです。 
・ 小文字の「ｧ」「ｨ」「ｩ」「ｪ」「ｫ」「ｬ」「ｭ」「ｮ」は使用できません。 

! 

・ 使用できる文字は大文字のみです。 
! 

・ カナ文字の⻑⾳「ｰ」は使用できません。 
! 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
〒062-0052 
札幌市豊平区月寒東 2 条 9 丁目 7 番１号 
電話 011-856-8081 
FAX 011-856-8082 
ホームページ  https://www.hsd-hh.co.jp/ 


